
緒 言

Bacillus thuringiensis（以下 BT）は石渡（1901）

によってカイコの卒倒病の原因となる細菌として単

離された病原微生物で，殺虫性結晶タンパク質（以

下：ICP）を産生する。ICPは鱗翅目，双翅目，およ

び鞘翅目等の幼虫をそれぞれ特異的に殺す。更に，

ICPは自然環境の中で速やかに分解され，環境に対

する付加が少ないことから優れた生物農薬として注

目されている。

本試験は自然環境における BTの消長を明らか

にして，生物農薬開発の基礎資料を得る目的で行

なった。

材料および方法

調査は森林土壌を対象とした。即ち，調査地は酪

農学園大学所有の北海道野付郡別海町奥行林地（以

下：奥行），厚田郡厚田村大字望来林地（以下：望

来），松前郡福島町字千軒林地（以下：千軒）とし，

表土を採集し BTの分離に供した。調査地環境は奥

行および望来では沢地でヤチハンノキ，ヤチダモ，

ハルニレなどの樹木が目立ち，落ち葉の堆積は見ら

れるが，比較的若い林地とした。千軒では杉林周辺

の雑木地とした。

採取された土壌サンプルは，菊田ら（1989) およ

び菊田・浜田（2001) の方法で BTの分離に供した。

即ち，培養後得られたコロニーは，マンニトール非

分解性試験およびレシチナーゼ反応試験によって

Bacillus sereus（以下 BC）を選抜した。選抜された

BCは２％マラカイトグリーン溶液および0.3％サ

フラニン溶液で，芽胞および結晶タンパク質の識別

染色を行い，結晶タンパク質の確認されたものを

BTとした。

結果および考察

本試験におけるマンニトール非分解性株の分離状

況は奥行では５調査ポイントの土壌から菌株の分離

を行い，Ａ区：98％，Ｂ区：96％，Ｃ区：70％，Ｄ

区：78％，Ｅ区：94％，平均87.2％の分離率となっ

た。望来では５調査ポイントの土壌から菌株の分離

を行い，Ａ区：78％，Ｂ区：77％，Ｃ区：93％，Ｄ

区：92％，Ｅ区：91％，平均86.2％の分離率となっ

た。千軒では４調査ポイントの土壌から菌株の分離

を行い，マンニトール非分解性株はＡ区：90％，Ｂ

区：100％，Ｃ区：88％，Ｄ区：90％，平均92.0％の

分離率となり，千軒においてやや高い分離率になっ

た。

それらの中でレシチナーゼ反応が得られたのは，

奥行ではＡ区：79.6％，Ｂ区：50.0％，Ｃ区：

80.0％，Ｄ区：33.3％，Ｅ区：83.0％となり，平均
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65.2％で286株が得られた。望来ではＡ区：52.2％，

Ｂ区：44.7％，Ｃ区：35.8％，Ｄ区：77.6％，Ｅ区：

75.6％となり，平均57.2％で248株が得られた。千

軒ではＡ区：77.8％，Ｂ区：84.0％，Ｃ区：86.4％，

Ｄ区：91.1％となり，平均84.8％で333株が得られ

た。

奥行，望来，千軒から得られた867株をマラカイ

トグリーンおよびサフラニン染色を行い光学顕微鏡

で ICPの有無を観察したところ，ICPの観察された

株は得られなかった。

菊田ら（1990) は北海道江別市野幌森林公園にお

いて BTの分離を行い，数多く分離される地点と

まったく分離されない地点があることを報告してい

る。また，菊田ら（1999) は屋久島において BTの

分離を行い，林道などにおいて分離率が高いことを

示唆している。また，酪農学園大学野外礼拝堂200地

点および野幌森林公園200地点の土壌から BTを

分離して，BT分離率は BCとして分離された菌株

の１％から２％で，土壌中に局在分布していること

を報告し，土壌中で増殖している可能性は低いこと

を示唆している 。

本試験の結果はこれらの報告を裏付けるものと考

えられた。即ち，いずれの調査地も沢地で若い樹木

が多い林であり，葉に昆虫の食害痕はあまり観られ

なかったことから，BTは土壌中において BCと近

似した菌株として分離されるものの，BCとは生活

環を異にし，BTは樹冠において増殖し，その一部が

落下して土壌に生息している可能性を示唆したもの

と考えられた。

摘 要

本試験で分離選抜された BC867株の中から BT

は分離されなかった。BTは BCと近似した菌株と

して分離されるものの，BTは BCとは生活環を異

にし，樹冠において増殖し，その一部が落下して土

壌に生息している可能性を示唆した。
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Summary
 

Bacillus cereus 867 was isolated in this experiment. B.thuringiensis was not generated from the B.cereus
 

867 stock. It was isolated as the bacteria that resembled B.cereus. B. thuringiensis usually multiplies on
 

trees. The bacteria that migrated from the trees suggest the possibility that B. thuringiensis inhabited the
 

soil.
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